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アンケート調査の結果について①

Q1 町内会・行政区を運営するにあたり現在の世帯数についてどう思いま
すか？

Q2  町内会・行政区の活動においてボランティア保険に加入していますか？

Q3 町内会・行政区の活動をするうえで感じている課題は何ですか？ Q4 町内会・行政区における活動のデジタル化について（電子回覧板、町内
会費徴求の電子化、事務削減に向けた取り組み等）について必要性を感
じますか？
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アンケート調査の結果について②

Q5  町内会・行政区長会議等の開催について、参加しやすい時間はどれです
か？

Q6  町内会・行政区長会議等の開催について対面に加え、オンラインでの開催
を実施した場合、参加しやすいのはどちらですか？

Q7 広報誌の電子化について必要性を感じますか？ Q8 他の地域自治組織（地区公民館組織等）と連携している取り組みは
ありますか？
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アンケート調査の結果について③

Q9 団体が行っている活動の認知状況 ※総合計画関連アンケート抜粋

詳
し
く

知
っ
て

い
る

あ
る
程

度
知
っ

て
い
る

あ
ま
り

知
ら
な

い
知
ら
な

い
無
回
答

行政区・町内会 14.7 56.7 15.7 9.5 3.4

地区公民館 6.4 44.3 26.6 18.0 4.6

民生委員 5.5 36.0 31.3 22.4 4.9

スポーツ協会 1.6 18.7 42.9 31.3 5.5

文化連盟 2.0 17.8 40.3 34.6 5.3

老人クラブ 3.0 21.6 35.4 35.4 4.6

ＰＴＡ 5.0 29.8 29.5 29.9 5.8

コミュニティスクール 2.0 10.3 38.4 43.4 5.9

社会福祉協議会 5.3 31.2 30.9 27.6 5.0

Q10 行政区・町内会に加入できる条件 ※総合計画関連アンケート抜粋
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法
や
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に

な
っ
た
ら

地
域
に
な
じ
み
が
で
き
た
ら
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費
が
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く
な
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た
ら

積
極
的
な
勧
誘
が
あ
れ
ば

そ
の
他

ど
ん
な
条
件
で
も
加
入
し
な
い

無
回
答

ど
ん
な
条
件
で
も
加
入
し
な
い

そ
の
他

130 26.2 17.7 14.6 12.3 10.8 7.7 3.8 11.5 21.5 13.8 21.5 11.5



5

アンケート調査の結果について④

Q11 町内会・行政区の活動に取り組みよかったと思えることは何ですか？

自由意見記載欄（町内会・行政区）

当町内会は、ふれあい交流館からは遠くに位置していることで年１回総会でしか使用していない。気軽な会合での使用では不便さを感じ集まらない現状である。月１回の役員・班長会は会長宅にて行っている。今
後、会長が変わる予定であるが、その後の会合をどうすれば良いか不安である。一早く集会場的な場所が必要ではないか。

ゴミBOXの清掃（洗う）や、ゴミBOX回りの草刈りなどきれいにすることで投函する人の意識が良に向くのではないかと思う。そのためには、衛生普及員が必要ではないか。

自治組織ではあるが、高齢化、人口減少等により十分な活動が困難になりつつある。行政のこれまでにも増した支援を得つつ、地域が少しでも活性化できるよう努力したいと考えている。

地区的に高齢化が進み、公営住宅の入居も若い世代が少なく各班の班長の面子も同じ人が多くなってきているように思う。人数が多い事も把握が難しく、昔の継りが希薄になっている。

町内会活動や広報誌のデジタル化は、効率化・便利の面で必要とは思うが、高齢者の利用率や町内会活動で最も重要な交流・人縁の疎遠化が懸念されるため、判断できない。 100世帯を超えるような町内会では
前向きな検討も必要かと思うが50を下回る世帯数であれば、現時点、必要性は感じない。

SNSを使って住民からのリアルな声を画像や動画を使って行政に届けることが必要

まちのできごとやみんなの広場良い企画です。アンテナを高く情報発信が大切だと思います。 自治体職員はもっと地域活動に進んで取り組んで、人とのネットワークを作り、地域や町づくりとつなげてほしい。が
んばっている方もいます。

私は「すてきな笑顔と花のまち住民講座」を呼びかけ、立ち上げた。実行委員会組織もでき、大人の方々の支援と協力により「まちおこし」「地域の人のつながり」「縦と横の連携」「行政との連携」の必要性を痛感し
ました。根底には「新設、丁寧、ぬくもり」が一つの行動を大きくしていく、そしてある行動をおこすには金（費用、経費）が必要である。 この度の住民講座へは町からの「地域活性化応援補助金」を受けれて花が開い
た。だがこの補助も３回（３年）限りとのこと。ではこの活動を継続する４年目以降には町として金銭的にどう手を差しのべてくれるのか？ かかる「まちおこし活動」も行政から金銭的補助なくして成り立たない。私
はだいぶ個人的な支出があった。当初は寄付をつのって実施を考えたが寄付を呼びかけると目をそらす人も多かった。


